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In this paper we describe “Basic Common Metadata” which is introduced to search Humanities 
databases centrally and comprehensively in nihuINT (nihu INTegrated retrieval system). We show 
some search support functions of the system with using the metadata. 
 

１．はじめに 
 人文科学研究資源に関するデータを高品質に
共有するには，ある記述対象にさまざまなレベ
ルの記述内容を効果的に関連付ける必要がある．
人文科学研究に関わる機関が独自に収集・整
理・保存し，組織化し，電子化してきた資料，
情報資源を相互に有機的に利活用するための基
盤を明らかにするため，人間文化研究機構は研
究資源共有化推進事業を実施してきた．これを
具現化 した一例が人間文化研究機構統合検索シ
ス テ ム nihuINT （ nihu INTegrated retrieval 
system）1である． 
 本論文では，人文科学資源に関するさまざま

な記述の違いを吸収し，幅広く検索しうる仕組

みを実現するために導入した基本共通メタデー

タと呼ぶフレームワークについて述べる．また

基本共通メタデータを用いた検索支援機能につ

いても述べる．2 節では基本共通メタデータ導

入の背景，3 節では基本共通メタデータの概念，

4 節では nihuINT の概要，5 節では nihuINT の

検索フローおよび基本共通メタデータを用いた

検索支援機能について述べる．6 節では基本共

通メタデータの知識ベースとしての可能性につ

いて述べる． 
 

２．背景 
近年，人文科学研究資源のデータベース化とそ
の公開は，国内外問わず急速に行われており， 
                                                   
1 http://int.nihu.jp/ 

いまや人文学研究推進において欠かせない．
さまざまな資源の一元的利用を目指した統合検
索システムも広まりつつあり，例としては，
Europeana2やNDL Search3などが挙げられる．人
間文化研究機構（以下，機構）は，所属機関の
国立歴史民俗博物館（以下，歴博），国文学研
究資料館（以下，国文研），国立国語研究所
（以下，国語研），国際日本文化研究センター
（以下，日文研），総合地球環境学研究所（以
下，地球研），国立民族学博物館（以下，民博）
を中心に 140 に及ぶデータベースの統合検索シ
ステムであるnihuINTを 2008 年 4 月に公開し
[1][2]，2012 年 5 月に更新した． 
データベースの増加によりメタデータの重要

性はこれまで以上に増すと考えられる．データ
ベースの多様性から，多角的な視点からの検索，
各データのセマンティクスやコンテキストを考
慮した検索の実現などにより検索システムの有
用性や利便性は向上すると考えられる．しかし
ながら，これは理想的なデータ管理を実現して
いることが前提である．実際には，検索要求の
コンテキストを検索条件として設定しうる検索
システムはほとんどない．たとえそのコンテキ
ストを検索条件として設定できたとしても，セ
マンティクスを理解することは困難である．デ
ータ管理の観点から，人文科学に関するメタデ
ータには次の問題がある．  

1 つは種類の多様性の問題である． 人文科学
データベースは資料目録，図書・雑誌，画像，
テキストなどの多様な種類がある．例として

                                                   
2 http://www.europeana.eu/portal/ 
3 http://iss.ndl.go.jp/ 

(c) Information Processing Society of Japan

「人文科学とコンピュータシンポジウム」 2012年11月

- 71 -



『吾妻鏡』に関するデータの多様性を図 1 に示
す．国文研『日本古典籍総合目録』データベー
スでは『吾妻鏡』の目録情報，国文研『吾妻鏡』
データベースには『吾妻鏡』のテキスト，国文
研『地下家伝・芳賀人名辞典』データベースに
は人名（事項）に関する情報が収載されている．
すなわち，同じ資料から目的により，目録化，
テキスト化，事項抽出され，異なるデータベー
スが作成されている．このように，ある主題に
限定しても，関連するデータは多様な種類で表
現されている．  
 研究分野の多様性の問題もある．nihuINT は日
本史，日本文学，日本語学，地域研究，環境学，
文化人類学のように多様な研究分野を対象とし
ている．一例として，『吾妻鏡』に関するデー
タは，先に挙げたデータベース以外に，国文研
だけではなく，歴博『歴博図書目録』，歴博
『荘園関係目録』，国語研『日本語研究・日本
語教育文献』，日文研『日本語語彙研究文献』，
民博『身装文献』などに収載されている． この
ように，ある主題に関連するデータはさまざま
な研究分野で作成され，利用されうる．さらに
データベースが増加すればこれまで以上に多様
性が増すと予想できる． 
 前述したように，nihuINT は 140 に及ぶデータ
ベースを対象としている．それらを統合利用す
る場合，一元的かつ網羅的に検索できる環境が
必要である．一方で，データを適切に分析でき
る環境も必要である．例えば nihuINTにおいて
『吾妻鏡』に関連するデータは 45,501 件もある．

これだけの膨大な件数を 1 件ずつ確認すること
は困難である．そのため，異なるユーザグルー
プからの検索要求に対して，多角的視点を与え
うる機能を用意することで対応する必要がある
と考えられる． 

上記の問題を解決するにあたり， 
・種類や研究分野の多様性への対応 
・一元性および網羅性の確保 
・多角的視点による分析の支援 
などの課題に取り組む必要がある． 
これらの課題を解決するため，本論文では，

基本共通メタデータフレームワークを提案する．
さらに基本共通メタデータを用いた検索支援機
能について示す． 

 

３．メタデータ 
3.1 基本共通メタデータ 

NDL Search や Europeana など多くの統合検索
システムのデータ管理フレームワークでは，対
象とする全データベースに対して記述可能かつ
グローバルなメタデータスキーマを用いており，
これに基づきデータの管理，検索，および検索
結果の返戻を行なっている[3][4]．NDL Search で
は NDL-DC と呼ばれる，Dublin Core（DC）[5]
をベースに FoaF なども取り入れつつ独自に拡張
したメタデータスキーマを用いている [6]．
Europeana では EDM というデータモデルのもと，
DC 以外にも OAI-ORE，SKOS，CIDOC CRM な

図 1  多様な表現 
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どを用いて独自に拡張したメタデータを用いて
いる[4]． 
 我々のフレームワークにおいても NDL 
Search や Europeana などと同様にグローバル

なメタデータスキーマを用意しているが，それ

らのシステムとは異なり，“識別子”，“名

称・題名”，“主題・種別”，“人物・組織”，

“時期・日付”，“地域・場所”の 6 項目のみ

である．これらの項目で構成されるメタデータ

を基本共通メタデータと呼ぶ．これを導入した

理由は次の通りである： 
・どのような項目であっても記述できるように

メタデータスキーマを拡張したとしても，新た

なデータベースが登録されたときに，改めてス

キーマを拡張し直す必要があるかもしれない． 
・データベースの種類によって記述内容が大き

く異なる．種類の異なるデータベースを同じメ

タデータスキーマで表現しても，項目名は同じ

だが表現している内容は同様の性格であるとは

言い難い． 
・各データはデータベース化の際に識別子が付

与されるため，共通して保持しうる． 
・“名称・題名”は多くのデータベースで保持

している． 
・“主題・種別”も多くのデータベースで保持

している．ただし，多様なデータベース全体を

見渡すと，主題と種別は区別が困難であること

が多々あるため，同じ項目とする． 
・“人物・組織”に関する項目はデータベース

ごとに異なる場合が多い．図 1 の例では， 目録

における所蔵者，事項における人物名・人物情

報，血縁情報の項目である．この例では，ある

データと関連するのは人物・組織であるが，ど

のような関連であるかはデータベースによって

異なっている．そこで単に関連する “人物・組

織”として表現する．“時期・日付”および

“地域・場所”も同様である． 
・“人物・組織”，“時期・日付”，“地域・

場所”は人文科学データベースにおいてデータ

を特徴付ける上で重要な項目であると考えてい

る．特に，人文科学データベースを横断する上

で多角的視点を与えうる項目になると考えてい

る． 
 

3.2 他のメタデータ 
一方，検索結果の詳細の表現においては，基

本共通メタデータを用いない．データを詳細に
表現していないためである．代わりに，データ
ベースごとに適したメタデータを定めておき，
これを用いて詳細表示する．現時点において
nihuINT では，DCMES の基本記述項目で構成す
るメタデータ（Simple DC）， NIHUメタデータ
[7][8]，および博物館資料に特化した博物館コア
メタデータ[9]を用いている．これらを共通メタ
データと呼ぶ．NIHU メタデータは，Simple DC
（ただし，空間的・地理的な記述項目である
spatial および時間的な記述項目である temporal 
の 2 つの拡張項目を含む），Who，When，

図 2 nihuINTの各機能 
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Where 等の 5W1H メタデータ，および，時空間
情報メタデータを有する構成である．  

我々のフレームワークには次に示す利点があ
ると考えている： 
・データベースを統合利用する際に，データベ
ースの多様性を吸収し，広範囲に 及ぶ検索を実
現することができる． 
・“人物・組織”，“時期・日付”，“地域・
場所”をもとに，人文科学データベースの統合
利用における多角的視点を与えることができる． 
・データベースごとに適したメタデータを設定
できるため，データベースごとの特色を損なう
ことなく，記述することができ，それを提示す
ることができる． 

 
４．nihuINT 概要 

nihuINTのシステム構成を図 2 に示す． 
検索クライアントとして機能する GWS

（Gateway System），共有化検索サーバとして
機能する FES（Front End System）および，図 2
にはないが，nihuINT 全体の運用管理を行う
MGR（Manager）より構成される． 

GWS は，利用者と対話するためのユーザイン
ターフェースを有し，利用者からの検索リクエ
ストを FES へ伝える．FES はそれ自身に格納し
てあるデータベースを対象に，GWS からの検索
リクエストについての検索処理を実行し，検索
結果をレスポンスとして GWS に渡す．GWS は，
FES から得られた検索結果を利用者に提示する． 

nihuINTに参加している各機関所有のデータベ
ース 1について，メタデータはFESに登録される．
FESは機関ごとに用意しており，基本的には各
機関のデータベースはその機関のFESに登録さ
れる．FESはそれ自身に格納してあるデータベ
ースを対象に検索処理を実行する． MGR
（Manager）は，nihuINT全体の運用管理を行う．
メタデータの更新状態・データベースの公開状
態などを把握するなど運用管理を行う． 

FES は，共有化対象データベースから抽出し
たデータからメタデータを生成するメタデータ
マッピング機能，メタデータを格納管理するメ

                                                   
1 機構地域研究推進センターの成果に関するデー

タベースシステムである nDP も含む． 

タデータ管理機能，メタデータに対する検索サ
ーバ機能およびメタデータ・データベースを有
する． 
メタデータマッピング機能は，データベース

から抽出したデータの対応する項目を，基本共
通メタデータおよび他のメタデータにマッピン
グし，メタデータ・データベースに格納する．  
メタデータ管理機能は，メタデータマッピン

グの結果として出力されるメタデータと共有化
対象データベースの情報を登録・管理する機能
である．メタデータは XML形式で登録するため，
XML データベースとして機能する．管理するデ
ータベース情報としては，データベース名，機
関名，データベース概要，キーワード，種類，
時空間情報の有無，公開設定（公開・試験公
開・非公開の区分），データ更新終了時刻など
がある． 
検索サーバ機能は，GWS や外部システムなど

の検索クライアントからの検索リクエストに対
し，検索エンジンを用いて検索を行い，検索結
果を検索レスポンスとして返戻するサービスを
提供する． 

 

５．検索支援機能 
本節では nihuINT における検索フローおよび

基本共通メタデータを用いた検索支援機能を示
す． 

 
5.1 検索フロー 

nihuINT の検索フローを図 3 に示す．検索トッ
プ画面で検索語入力し，データベースごとのヒ
ット件数を表示し，検索結果の一覧を表示し，
選択した検索結果の詳細を表示するフローであ
る． 

検索語入力では，簡易検索と詳細検索の 2 つ
を用意した．簡易検索は基本共通メタデータお
よび他のメタデータの全項目に対する検索であ
る．詳細検索は基本共通メタデータの項目を指
定した検索である． 

一覧表示画面では検索結果を表形式（図 4），
もしくはスニペット形式で一覧表示する．表形
式による一覧では，基本共通メタデータの“名
称・題名”，“識別子”に加え，データベース

図 3  検索フロー 
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名，機関名が表示される．スニペット形式によ
る一覧では，ヒットしたメタデータの項目名・
ヒットした箇所とその前後のテキスト，機関名，
およびデータベース名が表示される．詳細表示
画面では一覧表示画面で選択した検索結果に対
して，設定した共通メタデータの各項目名とそ
の値を表示する． 
また、両画面とも原データベースの詳細表示

画面へのリンクが表示される． 
 

5.2 検索結果分類機能 
nihuINT に限らず，多くの検索システムにおい

て，利用者は検索する際に検索したい語が思い
つかない状況から試行錯誤して検索することが
少なくないと考えられる．特に多様性・不均質
性の高い nihuINT のデータベースを検索する場
合は，明確な検索条件を設定することが困難な
場合もある．そこで nihuINT では，検索条件の
設定を“ゆるやか”にする代わりに，利用者が
必要な検索結果を探すのを補助する機能を提供
する．この 1 つが検索結果分類機能である．こ
の検索結果分類はいわゆるファセット型ナビゲ
ーション（Faceted Navigation）[9] として機能す
る．nihuINT では、基本共通メタデータの各項目
をファセット，ファセット値を項目の値として
いる．図 4 のようにキーワードを“東海道”と
した検索を行うと 17,879 件と非常に多くの検索
結果を得ることになり，個々を確認していくの

は困難である．検索結果のファセット分類によ
り，利用者は必要な検索結果を発見する切り口
を得ることができる． 

 
5.3 グループ化表示 
この機能は検索結果を“人物・組織”もしく

は“地域・場所”を単位にグループ化して表示
する．図 5 はキーワードを“東海道”とした検
索を行い，“人物・組織”でグループ化した検
索結果を示す．この機能はグループ化した人
物・組織名とその件数を表示する．あるグルー
プを選択すれば ，それに関連する検索結果が表
示される． 

 
5.4 ブラウジング 
詳細検索や検索結果分類からの関連情報の検

索では，何かしらの検索条件を設定して検索を
進める．しかしながら，どのようなデータが存
在しているか分からないため，検索条件を設定
することが困難な場合がある．nihuINT は，デー
タベース単位にどのようなデータが存在してい
るかを一覧することができるブラウジング機能
を提供する．検索トップ画面から各データベー
スをブラウズすることができる．図 6 は国文学
研究資料館『日本古典総合目録』データベース
をブラウズした結果を示す．ブラウジング機能
では識別子以外の基本共通メタデータの項目ご
とにどのような項目値があるか，その項目値で

図 4 一覧表示（画面左側は検索結果分類におけるファセット） 
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あるデータは何件あるかを表示している．これ
により，どのようなデータがあるかを把握する
ことができ，その後の検索において，利用者に
よる検索条件設定のヒントとなり得ると考えて
いる． 

 

６．考察 
6.1 基本共通メタデータの共通性 
基本共通メタデータの各項目は，多くの人文

科学データベースにおける共通性が高くなけれ
ばその優位性は損なわれる．そこで，歴博にお
ける nihuINT の検索対象であるデータベースを
例に，その共通性を調査した．この結果を図 7
に示す．この図では，データベースの項目のう
ち 1 つでも基本共通メタデータの項目へマッピ
ングできれば，“○”で示している．ここでは，
ある項目において，全データベースのうちマッ
ピングできたデータベースの割合をその項目の
マッピング率と呼ぶことにする． 
名称・題名のマッピング率は他のマッピング

率に比べ非常に高かった．最も低かったのは
“人物・組織”であり，そのマッピング率は
0.53 だった．他の項目に比べ低いマッピング率
でありながら，半数以上の DB がマッピングで
きたことから，共通性があると考えられる．そ

のため，基本共通メタデータの共通性は高いと
判断した． 

 
6.2 基本共通メタデータと他のメタデータの

関係，クレンジング 
基本共通メタデータの各項目はデータに“関

連する”内容を記述しているに過ぎない．しか
しながら，基本共通メタデータの各項目は人文
科学における典拠データとして利用できる可能
性がある．例えば，5.3 節で示したグループ化表
示機能において，“人物・組織”でグループ化
したとき，検索結果として表示されるデータは，
“人物・組織”に関する典拠データであり，各
“人物・組織”に関連するデータを得ることが
できる，という見方もできる．どのような関連
であるかはデータベースごとに設定したメタデ
ータによって表現されているため，これを述語
として用いれば，ある人物の著作物や血縁者な
どのデータを得ることが可能だと考えられる．
これを更に発展させることができれば，人文科
学データベースにおけるレファレンスサービス
として展開することも可能だと考えられる． 
典拠データベースやレファレンスサービスを

実現するためには次の問題がある．検索結果分
類機能のファセット，グループ化表示機能の検
索結果，およびブラウジング機能では，単に文
字列一致するかどうかで各データを区別してい

図 5 グループ化表示（人物・組織） 
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る．そのため，ごみデータが存在する，同姓同
名の人物が区別できない，表記が異なるため別
の場所として判断してしまう，などの問題があ
る．この解決のためには，メタデータの記述を
洗練する，各データを識別する，シソーラス等
を用いて名寄せを実施するなどのタスクに取り
組む必要がある．また，典拠データ等の表現方
法も重要である．Linked Data[10]のようなセマン
ティック Web を含め，既存の手法が適用できる
かどうか，我々のフレームワークの利点を損な
うことなく表現できるかどうかについて注意深
く検討する必要がある． 

 
6.3 データベースの拡大 
人間文化研究機構各機関のデータベースは 200

を越えるがその半数程度しか nihuINT の検索対
象となっていない．機構各機関のデータベース
をより多く検索対象としていく必要がある．ま
た機構のデータベースだけは人文科学に関する
研究資源の一部分しかカバーできない．現在，
nihuINT は NDL Search とシステム連携している
が，さらに他機関の外部システムとの連携を進
めて，より充実した人文科学データベースの検
索ができるようにすることも重要な課題である． 

 

７．おわりに 
本論文では，人文科学データベースを一元的

かつ網羅的に検索するために導入した基本共通

メタデータについて述べた．さらに，統合検索

システム nihuINT において基本共通メタデータ

を用いた検索支援機能を示した．nihuINT が人文

科学研究における情報提供の中心的なデータベ

ースシステムとしての役割を担えるよう今後も

積極的に発展させていく予定である．  
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